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【発行日】平成20年4月3日(2008.4.3)

【公開番号】特開2006-204647(P2006-204647A)
【公開日】平成18年8月10日(2006.8.10)
【年通号数】公開・登録公報2006-031
【出願番号】特願2005-22361(P2005-22361)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３５４　

【手続補正書】
【提出日】平成20年2月18日(2008.2.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　同一物品を積層して収納した複数の積層物品列を有するレーンを複数備え、前記複数の
レーンにおいて物品を払い出すタイミングを同期させて物品を払い出すか、１つのレーン
のみを用いて物品を払い出すかを選択可能であり、１つの積層物品列における物品が空と
なった場合に、同レーンの物品を収納する他の積層物品列を払い出し可能な位置に移動し
て払い出しを行う物品払出機であって、
　１つまたは複数のレーンが物品を払い出し不可能な状態の場合に、所定条件に応じて、
払い出し動作を選択する払出動作選択手段と、
　前記払出動作選択手段により選択された動作に基づいて、所定のレーンの積層物品列に
積層された物品を払い出す物品払出手段と
　を備えたことを特徴とする物品払出機。
【請求項２】
　前記払出動作選択手段によって選択される動作が、物品を払い出し不可能な状態のレー
ンが物品を払い出し可能な状態になるのを待って、物品を払い出し可能な他のレーンから
の物品の払い出しと同期させて物品の払い出しを行うか、物品を払い出し不可能な状態の
レーンからの物品の払い出しを行わずに、物品を払い出し可能に準備されているレーンか
らのみ物品の払い出しを行うかであることを特徴とする請求項１記載の物品払出機。
【請求項３】
　前記所定条件は、物品を払い出し不可能な状態のレーンが、物品の払い出しを可能とす
るための所定の位置への移動動作における移動段階に基づくものであることを特徴とする
請求項１または２記載の物品払出機。
【請求項４】
　前記所定条件は、物品を払い出し不可能な状態のレーンが、物品の払い出しを可能とす
るための所定の位置への移動動作における移動時間に基づくものであることを特徴とする
請求項１または２記載の物品払出機。
【請求項５】
　物品を払い出し不可能な状態のレーンを、物品を払い出し可能な状態に移動するレーン
移動装置が複数の移動部から構成される場合において、前記所定条件は、作動している移
動部の種別および作動しているレーンの積層物品列の種別によるものであることを特徴と
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する請求項１または２記載の物品払出機。
【請求項６】
　同一物品を積層して収納した複数の積層物品列を有するレーンを複数備え、前記複数の
レーンにおいて物品を払い出すタイミングを同期させて物品を払い出すか、１つのレーン
のみを用いて物品を払い出すかを選択可能であり、１つの積層物品列における物品が空と
なった場合に、同レーンの物品を収納する他の積層物品列を払い出し可能な位置に移動し
て払い出しを行う物品払出機の物品払出方法であって、
　１つまたは複数のレーンが物品を払い出し不可能な状態の場合に、所定条件に応じて、
払出動作選択手段が払い出し動作を選択する払出動作選択ステップと、
　前記払出動作選択ステップで選択された動作に基づいて、物品払出手段が所定のレーン
の積層物品列に積層された物品を払い出す物品払出ステップと
　を備えたことを特徴とする物品払出方法。
【請求項７】
　前記払出動作選択ステップにおいて選択される動作が、物品を払い出し不可能な状態の
レーンが物品を払い出し可能な状態になるのを待って、物品を払い出し可能な他のレーン
からの物品の払い出しと同期させて物品の払い出しを行うか、物品を払い出し不可能な状
態のレーンからの物品の払い出しを行わずに、物品を払い出し可能に準備されているレー
ンからのみ物品の払い出しを行うかであることを特徴とする請求項６記載の物品払出方法
。
【請求項８】
　前記所定条件は、物品を払い出し不可能な状態のレーンが、物品の払い出しを可能とす
るための所定の位置への移動動作における移動段階に基づくものであることを特徴とする
請求項６または７記載の物品払出方法。
【請求項９】
　前記所定条件は、物品を払い出し不可能な状態のレーンが、物品の払い出しを可能とす
るための所定の位置への移動動作における移動時間に基づくものであることを特徴とする
請求項６または７記載の物品払出方法。
【請求項１０】
　物品を払い出し不可能な状態のレーンを、物品を払い出し可能な状態に移動するレーン
移動装置が複数の移動部から構成される場合において、前記所定条件は、作動している移
動部の種別および作動しているレーンの積層物品列の種別によるものであることを特徴と
する請求項６または７記載の物品払出方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　上記目的を達成するために、本発明の物品払出機は、同一物品を積層して収納した複数
の積層物品列を有するレーンを複数備え、前記複数のレーンにおいて物品を払い出すタイ
ミングを同期させて物品を払い出すか、１つのレーンのみを用いて物品を払い出すかを選
択可能であり、１つの積層物品列における物品が空となった場合に、同レーンの物品を収
納する他の積層物品列を払い出し可能な位置に移動して払い出しを行う物品払出機であっ
て、１つまたは複数のレーンが物品を払い出し不可能な状態の場合に、所定条件に応じて
、物品の払い出し動作を選択する払出動作選択手段と、前記払出動作選択手段により選択
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された動作に基づいて、所定のレーンの積層物品列に積層された物品を払い出す物品払出
手段とを備えたことを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　この発明によれば、払出動作選択手段において、１つまたは複数のレーンが物品を払い
出し不可能な状態の場合に、所定条件に応じて、物品の払い出しに費やす時間が短くなる
、つまり払い出しを早く行うことができる払い出し動作を選択することができる。また、
レーンには、複数の積層物品列を直線的に配置して構成されたもの以外にも、例えば、ド
ラム式の外周部に複数の積層物品列を配置して構成されたものであってもよい。また、物
品として、例えば、遊技ホールなどで遊技媒体と交換される特殊景品などが挙げられる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　また、本発明の物品払出機は、前記払出動作選択手段によって選択される動作が、物品
を払い出し不可能な状態のレーンが物品を払い出し可能な状態になるのを待って、物品を
払い出し可能な他のレーンからの物品の払い出しと同期させて物品の払い出しを行うか、
物品を払い出し不可能な状態のレーンからの物品の払い出しを行わずに、物品を払い出し
可能に準備されているレーンからのみ物品の払い出しを行うかであることを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　この発明によれば、払出動作選択手段によって選択される動作が、払い出し不可能な状
態のレーンが払い出し可能な状態になるのを待って、物品を払い出し不可能な状態のレー
ンが物品を払い出し可能な状態になるのを待って、物品を払い出し可能な他のレーンから
の物品の払い出しと同期させて物品の払い出しを行うか、物品を払い出し不可能な状態の
レーンからの物品の払い出しを行わずに、物品を払い出し可能に準備されているレーンか
らのみ物品の払い出しを行うかであるので、物品の払い出しに費やす時間が短くできるい
ずれかを選択して、物品の払い出し動作を実行することができる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　また、本発明の物品払出機において、前記所定条件は、物品を払い出し不可能な状態の
レーンが、物品の払い出しを可能とするための所定の位置への移動動作における移動段階
に基づくものであることを特徴とする。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　この発明によれば、物品の払い出しを可能とするための所定の位置への移動動作におけ
る移動段階に基づいて、物品の払い出しに費やす時間を短くする動作を選択することがで
きる。この移動段階は、例えば、同一物品を積層して収納した複数の積層物品列を有する
レーンが、物品の払い出しを可能とするために移動している場合における、複数に区分さ
れた段階である移動段階、すなわち、移動モード、移動させている駆動機構の種別、移動
している積層景品列の種別、移動位置、およびレーンを移動させるステッピング駆動モー
タなどのステップ数などに基づいて判定される。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　さらに、本発明の物品払出機において、前記所定条件は、物品を払い出し不可能な状態
のレーンが、物品の払い出しを可能とするための所定の位置への移動動作における移動時
間に基づくものであってもよい。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　この発明によれば、物品の払い出しを可能とするための所定の位置への移動動作におけ
る移動時間に基づいて、物品の払い出しに費やす時間を短くする動作を選択することがで
きる。この移動時間に基づく選択は、例えば、同一物品を積層して収納した複数の積層物
品列を有するレーンが、払い出しを可能とするために移動している場合における、予め設
定された全移動時間に対して、どの程度の移動時間をすでに費やしたかなどに基づいて行
われる。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　例えば、予め設定された全移動時間に対して、すでに半分以上の移動時間を費やしてい
る場合には、このレーンが物品を払い出し可能となるのを待って、物品を払い出し可能な
他のレーンからの物品の払い出しと同期させて物品の払い出しを行う設定の払い出し動作
が選択される。また、例えば、予め設定された全移動時間に対して、まだ半分にも満たな
い移動時間の場合には、物品を払い出し不可能な状態のレーンからの物品の払い出しを行
わずに、物品を払い出し可能に準備されているレーンからのみ物品の払い出しを行う設定
の払い出し動作が選択される。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
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　また、本発明の物品払出機は、物品を払い出し不可能な状態のレーンを、物品を払い出
し可能な状態に移動するレーン移動装置が複数の移動部から構成される場合において、前
記所定条件は、作動している移動部の種別および作動しているレーンの積層物品列の種別
によるものであることを特徴とする。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　この発明によれば、物品の払い出しを可能とするために作動している移動部の種別およ
び作動しているレーンの積層物品列の種別に基づいて、物品の払い出しに費やす時間を短
くする動作を選択することができる。例えば、現在移動している移動部の種別に基づいて
、物品の払い出しを可能とするための移動状況が把握され、例えば、所定の移動部が作動
している場合には、移動前半、または移動後半であることなどを判定することができる。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】削除
【補正の内容】
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【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】削除
【補正の内容】
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【手続補正３１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４９
【補正方法】削除
【補正の内容】
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【手続補正４１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５２】
　本発明の物品払出方法は、同一物品を積層して収納した複数の積層物品列を有するレー
ンを複数備え、前記複数のレーンにおいて物品を払い出すタイミングを略同期させて物品
を払い出すか、１つのレーンのみを用いて物品を払い出すかを選択可能であり、１つの積
層物品列における物品が空となった場合に、同レーンの物品を収納する他の積層物品列を
払い出し可能な位置に移動して払い出しを行う物品払出機の物品払出方法であって、１つ
または複数のレーンが物品を払い出し不可能な状態の場合に、所定条件に応じて、払出動
作選択手段が物品の払い出し動作を選択する払出動作選択ステップと、前記払出動作選択
ステップで選択された動作に基づいて、物品払出手段が所定のレーンの積層物品列に積層
された物品を払い出す物品払出ステップとを備えたことを特徴とする。
【手続補正４４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５３】
　この発明によれば、払出動作選択ステップにおいて、１つまたは複数のレーンが物品を
払い出し不可能な状態の場合に、所定条件に応じて、物品の払い出しに費やす時間が短く
なる、つまり払い出しを早く行うことができる払い出し動作を選択することができる。ま
た、レーンには、複数の積層物品列を直線的に配置して構成されたもの以外にも、例えば
、ドラム式の外周部に複数の積層物品列を配置して構成されたものであってもよい。また
、物品として、例えば、遊技ホールなどで遊技媒体と交換される特殊景品などが挙げられ
る。
【手続補正４５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５４】
　また、本発明の物品払出方法は、前記払出動作選択ステップにおいて選択される動作が
、物品を払い出し不可能な状態のレーンが物品を払い出し可能な状態になるのを待って、
物品を払い出し可能な他のレーンからの物品の払い出しと同期させて物品の払い出しを行
うか、物品を払い出し不可能な状態のレーンからの物品の払い出しを行わずに、物品を払
い出し可能に準備されているレーンからのみ物品の払い出しを行うかであることを特徴と
する。
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【手続補正４６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５５】
　この発明によれば、払出動作選択ステップにおいて選択される動作が、物品の払い出し
に費やす時間を短くするために、物品を払い出し不可能な状態のレーンが物品を払い出し
可能な状態になるのを待って、物品を払い出し可能な他のレーンからの物品の払い出しと
同期させて物品の払い出しを行うか、物品を払い出し不可能な状態のレーンからの物品の
払い出しを行わずに、物品を払い出し可能に準備されているレーンからのみ物品の払い出
しを行うかであるので、物品の払い出しに費やす時間が短くできるいずれかを選択して、
払い出し動作を実行することができる。
【手続補正４７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５６】
　また、本発明の物品払出方法において、前記所定条件は、物品を払い出し不可能な状態
のレーンが、物品の払い出しを可能とするための所定の位置への移動動作における移動段
階に基づくものであることを特徴とする。
【手続補正４８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５７】
　この発明によれば、物品の払い出しを可能とするための所定の位置への移動動作におけ
る移動段階に基づいて、物品の払い出しに費やす時間を短くする動作を選択することがで
きる。この移動段階は、例えば、同一物品を積層して収納した複数の積層物品列を有する
レーンが、物品の払い出しを可能とするために移動している場合における、複数に区分さ
れた段階である移動段階、すなわち、移動モード、移動させている駆動機構の種別、移動
している積層景品列の種別、移動位置、およびレーンを移動させるステッピング駆動モー
タなどのステップ数などに基づいて判定される。
【手続補正４９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５８】
　さらに、本発明の物品払出方法において、前記所定条件は、物品を払い出し不可能な状
態のレーンが、物品の払い出しを可能とするための所定の位置への移動動作における移動
時間に基づくものであってもよい。
【手続補正５０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５９】
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　この発明によれば、物品の払い出しを可能とするための所定の位置への移動動作におけ
る移動時間に基づいて、物品の払い出しに費やす時間を短くする動作を選択することがで
きる。この移動時間に基づく選択は、例えば、同一物品を積層して収納した複数の積層物
品列を有するレーンが、物品の払い出しを可能とするために移動している場合における、
予め設定された全移動時間に対して、どの程度の移動時間をすでに費やしたかなどに基づ
いて行われる。
【手続補正５１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６０】
　例えば、予め設定された全移動時間に対して、すでに半分以上の移動時間を費やしてい
る場合には、このレーンが物品を払い出し可能となるのを待って、物品を払い出し可能な
他のレーンからの物品の払い出しと同期させて物品の払い出しを行う設定の払い出し動作
が選択される。また、例えば、予め設定された全移動時間に対して、まだ半分にも満たな
い移動時間の場合には、物品を払い出し不可能な状態のレーンからの物品の払い出しを行
わずに、物品を払い出し可能に準備されているレーンからのみ物品の払い出しを行う設定
の払い出し動作が選択される。
【手続補正５２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６１】
　また、本発明の物品払出方法は、物品を払い出し不可能な状態のレーンを、物品を払い
出し可能な状態に移動するレーン移動装置が複数の移動部から構成される場合において、
前記所定条件は、作動している移動部の種別および作動しているレーンの積層物品列の種
別によるものであることを特徴とする。
【手続補正５３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６２】
　この発明によれば、物品の払い出しを可能とするために作動している移動部の種別およ
び作動しているレーンの積層物品列の種別に基づいて、物品の払い出しに費やす時間を短
くする動作を選択することができる。例えば、現在移動している移動部の種別に基づいて
、物品の払い出しを可能とするための移動状況が把握され、例えば、所定の移動部が作動
している場合には、移動前半、または移動後半であることなどを判定することができる。
【手続補正５４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６４
【補正方法】削除
【補正の内容】
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【手続補正５６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７４
【補正方法】削除
【補正の内容】
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【手続補正６６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８４
【補正方法】削除
【補正の内容】
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【手続補正７６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９１
【補正方法】削除
【補正の内容】
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